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◆
発
行
人・編

集
人
／
須
永
謙
治

◆
発
行
／
東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会（
東
京
労
福
協
）　
〒
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東
京
都
港
区
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5-26-30 　
専
売
ビ
ル

5 階
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2016年
 新
春
号

新年のご挨拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
日
本
は
、
雇
用
の
劣
化
、
貧
困
や
格

差
の
拡
大
等
、
社
会
の
持
続
性
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
次
の
時
代
を
担
う
多
く
の
若
者

も
、
奨
学
金
と
い
う
多
額
の
借
金
を
背
負
い

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
社
会
全
体
で
若
者
を
支

え
て
い
く
た
め
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導

入
・
拡
充
等
を
求
め
る
署
名
活
動
に
全
力

を
あ
げ
、
広
範
な
世
論
の
う
ね
り
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中
央
労
福
協
は
、「
連
帯
・
協
同
で
つ
く

る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」に
向
け
て
、

再
分
配
機
能
の
強
化
や
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
充
実
な
ど「
公
助
」機
能
の
強
化

を
求
め
る
運
動
と
、
自
ら「
共
助
」機
能
の

発
揮
を
強
め
る
運
動
を
、
車
の
両
輪
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
や
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
深
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
労
福
協
運
動

の
原
点
を
し
っ
か
り
と
継
承
・
発
展
さ
せ
、

労
働
組
合
と
労
働
者
自
主
福
祉
団
体
、
協

同
組
合
と
の
連
携
を
強
固
な
も
の
に
し
、
職

場
に
、
地
域
に
、
共
助
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会
に
加
盟
す
る

各
団
体
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、
こ

の
１
年
、「
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
」に
向
け
て
、
加
盟

団
体
と
共
に
被
災
地
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
々

の
復
興
支
援
、
常
総
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
奨
学
金
問
題
、
働
く
女
性
の
支
援
、
非

正
規
労
働
者
の
組
織
化
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の

確
立
、
な
ど
の
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
働
く

者
の
生
活
改
善
・
社
会
的
連
帯
を
深
め
る
運

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
、
政
府
自
民
党
は
多
く
の
国
民
の

声
を
無
視
し
て
、
平
和
憲
法
を
解
釈
改
憲

し
安
全
保
障
関
連
法
案
の
強
行
採
決
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

改
悪
を
す
す
め
る
た
め
、「
労
働
者
派
遣
法

改
正
法
案
」
を
我
々
の
反
対
を
押
し
切
り

強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
企
業
に
と
っ
て〝
や

す
く
て
使
い
勝
手
の
良
い
派
遣
労
働
者
〞を

一
層
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
格
差
が
ま
す

ま
す
広
が
り
貧
困
も
増
大
し
そ
う
な
状
況

で
す
。
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な

い
現
政
権
の
本
質
が
、
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
参
議
院
選
挙
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
力
で
働
く
者
が
報
わ
れ
る

社
会
実
現
の
絶
好
の
年
と
な
る
よ
う
運
動
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
労
働

者
福
祉
協
議
会
に
集
う
各
団
体
、
関
係
者

の
皆
様
と
共
に
こ
の
運
動
の
取
り
組
み
を
強

化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11月19日（木）、田町交通ビルにて「超高齢社会に備え 今私
たちにできること」をテーマとして開催したセミナーには、208
人の参加者がありました。基調講演は、「NHKスペシャル『老
人漂流社会』から考える」と題し、NHK大型企画開発セン
ター・チーフプロデューサーの板垣淑子氏から、高齢者が体
調を崩して病院や介護施設に入りたくても満床で入れない、
短期間だけ入れる施設を転 と々するうちに貯金が底をつき、
行きつく先は生活保護、住まいを追われ、“死に場所”を求め
て漂流する高齢者が溢れている現状、孤立死や親子共倒
れの増加、さらに三世代共倒れの予測も危惧される状況を
解説いただきました。課題提起は「深刻化する奨学金問題」
について、中央労福協・副会長の山本幸司氏から、現行の
奨学金制度、先進諸国の制度との比較、雇用の不安定化
による返済困難者の増
加、執拗な督促、不親
切な相談対応等で苦し
む若者の現状が説明さ
れ、将来の担い手であ
る若者を救済する国民
的運動の展開が提起
されました。

労働者福祉中央協議会
会長　神津 里季生

東京労働者福祉協議会
会長　大野　博

東京労福協

9月19日（土）、東京メトロ深川総合運動場体育館において、103名・30チームの参加で第3回カ
ローリング大会を開催しました。参加チームが増えたことから、予選をリーグ戦とし、各リーグの1位
による決勝トーナメント戦で順位を決定しました。予選敗退チーム同士の交流戦も追加し、接戦あり
大勝ありで楽しい交流ができました。参加者の好評をいただき今年も開催を予定しますので、多数
の参加をお願いします。

カローリング大会を開催

五団体セミナー 連合東京・中央労働金庫東京都本部・全労済東京都本部・東京都生協連・
東京労福協

第9期福祉リーダー塾は、三島市の東レ総合研修センターで
前半（6月26.27日）、後半（9月4.5日）、田町交通ビルで修了
式（10月16日）を開催、31名が卒塾しました。カリキュラムは、
①労働運動と労働者福祉運動の理念と歴史、②連帯経済
の担い手としての協同組合へ、③共益と公益－今、労働組
合と協同組合に求められる労働者福祉運動の課題、④ビジ
ネスユニオニズムからソーシャルユニオニズムへ、⑤労働組
合・労福協とNPOの連帯と協働、⑤労働金庫運動と全労済
運動の基本方向と課題、⑥労働者自主福祉事業団体の活
動事例、⑦小論文作成のポイント等で、今回はグループミー
ティングに多くの時間をかけて実施しました。
｢福祉リーダー塾｣は、地域と職場で労働者福祉運動の新た
な創造を担うリーダーの育成を目指して2006年に開設され、
これまでの卒塾生は218
名、それぞれの学びを各
職場で大いに発揮して
いると期待しています。
引き続き開催予定の第
10期福祉リーダー塾につ
いては、改めてご案内さ
せていただきます。

労働者福祉東部ブロック協議会 
第9期福祉リーダー塾

〈中央ろうきん〉は
働く人の豊かな暮らしを

応援します
〈中央ろうきん〉では「低利融資の提
供」をはじめ「家計見直し提案」や「計画
的な貯蓄の提案」「相談会の開催（住宅
ローン・資産運用等）」を会員・組合員の
皆様の協力を得ながら実施しておりま
す。これらの活動を通して、はたらく皆様
の生活を守り、より豊かにする福祉金融
機関としての役割を発揮するべく、本年
も職員一丸となって取組んでまいります。
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2
0
1
6
年
度
東
京
労
福
協
役
職
員
名
簿

■2015生活底上げ
　福祉強化キャンペーンポスター
　（2015年11月）

2015年12月7日
東京労福協

第53回定期総会報告

12
月
7
日（
月
）、ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
、
第
53
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
杉
浦
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
は
連
合
東
京
の

山
本
企
画
局
長
を
選
出
、
大
野
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
中
央
労

福
協
・
花
井
事
務
局
長
、
東
京
都
産
業
労
働
局
雇
用
就
業
部
・
小
平
課
長
、

連
合
東
京
・
岡
田
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
活
動
報
告（
案
）・
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、

2
0
1
6
年
度
活
動
方
針（
案
）・
ス
ロ
ー
ガ
ン（
案
）、
2
0
1
6
年
度
予
算

（
案
）の
議
案
は
す
べ
て
全
体
の
拍
手
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員

選
考
委
員
会
の
髙
須
委
員
長（
副
会
長
）よ
り
2
0
1
6
年
度
新
役
員
体
制
の

提
案
が
あ
り
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
杉
浦
副
会
長
の
退
任

の
挨
拶
、
遠
藤
幸
男
・
大
森
栄
司
の
顧
問
委
嘱
に
つい
て
も
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
役
員
代
表
と
し
て
大
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
伊
野
瀬
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
記
念
講
演
は
、
植
山
周
一
郎
氏（
一
橋
大
学
非
常
勤
講
師
・
国
際

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）に
よ
る「
働
き
方
、
生
き
方
に
つ
い
て
の
日
本
と
欧
米
の

比
較
」。ソ
ニ
ー
退
社
後
、
㈱
植
山
事
務
所
を
設

立
、
英
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

就
任
、
英
国
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
は
じ
め
幅
広

い
人
脈
を
も
ち
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。一
橋
大
学
で

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
テ
ー
マ
に
英
語
の
講
義

を
行
い
、
著
作
は
40
冊
を
数
え
ま
す
。ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
の
変
遷
お
よ
び
定
年
後
の
生
き
方
に
つ
い
て
、

楽
し
く
元
気
の
出
る
講
演
は
大
変
好
評
で
し
た
。

開会挨拶／ 杉浦副会長
議　　長／ 山本企画局長（連合東京）
来賓挨拶／ 花井事務局長（中央労福協）
 小平課長（東京都産業労働局）
 岡田会長（連合東京）
閉会挨拶／ 伊野瀬副会長

東
京
労
福
協
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
か
ら
も

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

ご
紹
介
致
し
ま
す
と
共
に
、

皆
様
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
国
際
労
働
事
情
研
究
会
の

海
外
視
察
事
業

　

平
成
27
年
度
は
、

10
月
31
日
か
ら
11
月

5
日
の
日
程
で
13
名

の
団
員
に
よ
り
、ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
の
視
察
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。日
本

企
業
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ

ム
は
有
望
な
生
産
拠

点
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
消
費
市
場
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
国
で
す
。日
本
か

ら
の
進
出
企
業
も
製

造
、
運
輸
、サ
ー
ビ
ス
、
建
設
な
ど
を
中
心
に
1
1
0
0
社
を

超
え
て
い
ま
す
。
近
年
、ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
投
資
環
境
改
善

に
も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
2
0
0
3
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
投
資
協
定
は
、「
日
越
協
同
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」と
し

て
行
動
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
は
10
ヵ
年
戦
略
と
し
て
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
工
業

国
家
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、日
越
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ

て
工
業
化
に
む
け
た
協
力
の
枠
組
み
も
で
き
て
い
ま
す
。ハ
ノ
イ

で
は
、ジ
ェ
ト
ロ
の
事
務
所
を
訪
問
し
て
マ
ク
ロ
経
済
を
中
心
に

説
明
を
受
け
た
他
、
現
地
法
人
の
L
O
D
人
材
開
発
株
式
会

社
で
は
、
事
業
内
容
や
日
本
へ
の
派
遣
状
況
の
説
明
の
後
、
施

設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
、日
系

企
業
の
㈱
J
U
K
I
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
進
出
が
成
功
し
た

理
由
や
労
使
関
係
の
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
勤
勉
な
ベ
ト
ナ
ム
人
が
大
勢
働
く
工
場
を
見
学
し
な
が
ら

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
東
京
都
へ
の
政
策
・
制
度
要
請

　
12
月
19
日（
金
）、
東
京
都
庁
の
会
議
室
に
お
い
て
、「
平

成
28
年
度
東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会
お
よ
び
傘
下
事
業
団

体
の
行
う
福
祉
事
業
活
動
へ
の
助
成
と
協
力
に
関
す
る
要

請
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　【東
京
労
福
協
か
ら
の
要
請
】

●
東
京
労
福
協
が
加
盟
団
体
と
取
り
組
む
勤
労
都
民
へ
の
福
祉
向
上
に
向

け
た
施
策
に
対
す
る
支
援

●
2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
に
向
け
た
取
り
組
み

●
東
日
本
大
震
災
・
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
な
ど
の
被
災
者
支
援
や
復
興

支
援
の
継
続
、
首
都
直
下
地
震
や
大
規
模
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
本
格
実
施
を
踏
ま
え
て

●
超
高
齢
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

●
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
祉
向
上
、
格
差
・
貧
困
社
会
是
正
へ
の
取
り
組
み

強
化

●
多
重
債
務
対
策
お
よ
び
自
殺
防
止
対
策
の
取
り
組
み
強
化

●
生
活
保
護
制
度
へ
の
支
援

●
子
育
て
支
援
や
介
護
・
福
祉
に
か
か
わ
る
支
援
策

●
消
費
者
行
政
　
な
ど

　【中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部
か
ら
の
要
請
】

●
東
京
都
中
小
企
業
従
業
員
生
活
資
金
融
資
制
度
の
認
知
度
向
上
・
利
用

促
進
に
向
け
た
幅
広
い
広
報
活
動
の
実
施
、
特
に
都
営
バ
ス
広
告
の
実
施

●
東
京
都
多
重
債
務
者
生
活
再
生
提
携
融
資
制
度
の
円
滑
な
運
営

　【全
労
済
東
京
都
本
部
か
ら
の
要
請
】

●
原
動
機
付
自
転
車
等
の
損
害
賠
償
責
任
共
済（
保
険
）未
加
入
車
の一
掃
、

お
よ
び
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
共
済（
保
険
）の
普
及
に
向

け
た
幅
広
い
広
報
啓
発
活
動

　【東
京
都
生
協
連
か
ら
の
要
請
】

●
急
速
に
進
む
少
子
・
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

●
首
都
直
下
地
震
や
風
水
害
等
に
備
え
る
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
強
め

る
と
同
時
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と
被
災
者
へ
の
支
援
継
続

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
拡
大

●
食
品
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
施
策
を
推
進

●
都
民
が
安
心
と
安
全
な
日
常
生
活
を
実
感
す
る
積
極
的
な
消
費
者
行
政

の
展
開

　そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
、
東
京
都
の
各
局
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

荒波牡蠣復活委員会 で 検 索

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
一
強
」は「
安
定
」で
は
な
く「
驕
り
」を
生
む
…
。
そ
ん
な
政
治
状

況
を
打
破
す
る
の
は
、
政
権
に
対
し
て
強
い
ラ
イ
バル
が
い
て
、
何
か
あ

れ
ば
い
つ
で
も
政
権
交
代
で
き
る
と
い
う
、
常
に
緊
張
感
の
あ
る
体
制

で
す
。

今
年
は
、
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
争
点
は
ヤ
マ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
安
保
法
制
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、「
新
三
本
の
矢
の
子
育
て
や
介
護
」は
現
政
権
が
現
場
の

実
情
を
知
ら
な
い
こ
と
を
露
呈
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
生
産
者
へ
の
圧
力
」な
ど
、

今
回
ほ
ど「
生
活
者
の
テ
ー
マ
」が
目
白
押
し
の
選
挙
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
あ
ぶ
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
今
年
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

鈴
木　

哲
夫

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
貴
団
体
の
総
会
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
申
年
。
お
互
い
に「
サ
ル
も
木
か
ら
落
ち
る
」こ
と
の
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（

株
）植
山
事
務
所  

代
表
取
締
役
社
長

一橋
大
学  

非
常
勤
講
師  

植
山　

周
一郎

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
定
期
総
会
で
は
、
今
年
も
ご
支
援
く
だ
さ
る
と
の
お

話
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
１
年
１２
月
７
日
、５
団
体
セ
ミ
ナ
ー
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
そ
の
様
子
が
テ
レ
ビ
朝
日
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、日
本
中
の
み
な
さ
ま
か
ら
オ
ー
ナ
ー
制
度
へ
の
ご
支
援
が
集

ま
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
昨
年
秋
、
や
っ

と
仮
設
住
宅
か
ら
高
台
移
転
を
果
た
し
こ
れ
ま
で
皆
様
に
ご
支

援
を
受
け
て
き
た
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

こ
の
復
興
は
、
ひ
と
え
に
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

処
理
場
・
自
宅
・
船
・
漁
具
な
ど
の
ロ
ー
ン
は
今
後
も
残
り
ま

す
が
築
地
場
内
へ
の
出
荷
と
、
浜
か
ら
直
送
の
通
信
販
売
で
な

お
い
っ
そ
う
復
興
に
励
ん
で
い
き
た
い
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

荒
波
牡
蠣
復
活
委
員
会

 

会
長  

石
森  

裕
治

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

申
年
景
気
を
申
酉
戌
亥
と
向
こ
う
四
年
は
強
気
の
経
済
と
評
さ
れ

て
い
る
た
め
日
本
の
農
業
も
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
食
料

の
自
給
率
が
上
が
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年『
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
と
農
こ
の
10
年
│
命
の
糧
を
未
来
に
つ
な
ぐ
│
』

を
出
版
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
は
命
を
育
む「
生
命
産
業
」。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
３９
％
の
日
本
の

食
量
自
給
率
を
踏
ま
え
、
食
の
未
来
を
模
索
す
る
農
業
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
提
案
集
で
す
。
数
年
前
に
は
、フ
ー
ド
ロ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
5

団
体
セ
ミ
ナ
ー
勉
強
会
が
あ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
2
0
0
5
〜

2
0
1
4
年
ま
で
の
フ
ー
ド
ロ
ス
・
農
地
面
積
な
ど
を
デ
ー
タ
で
示
し
、

そ
の
年
に
起
こ
っ
た
社
会
問
題
と
共
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
た
く
、
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
大
学
副
学
長
／
エッ
セ
イ
ス
ト
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

見
城  

美
枝
子公式ホームページ

http://www.ueyamaoffice.com/

〈中央ろうきん〉は
働く人の豊かな暮らしを

応援します
〈中央ろうきん〉では「低利融資の提
供」をはじめ「家計見直し提案」や「計画
的な貯蓄の提案」「相談会の開催（住宅
ローン・資産運用等）」を会員・組合員の
皆様の協力を得ながら実施しておりま
す。これらの活動を通して、はたらく皆様
の生活を守り、より豊かにする福祉金融
機関としての役割を発揮するべく、本年
も職員一丸となって取組んでまいります。

ろ
う
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イ
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ー
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モ
デ
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役
職
名

会

長
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会

長

〃〃〃

事
務
局
長

事
務
局
次
長

〃〃

幹

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

会
計
監
査

〃

顧

問

〃

所
　
属
　
団
　
体
　
名

連
合
東
京

連
合
東
京

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会

連
合
東
京

連
合
東
京

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

連
合
東
京

東
京
都
労
働
組
合
連
合
会

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会

（
公
財
）東
京
労
働
者
福
祉
厚
生
協
会

㈱
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
一財
）東
京
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

日
野
市
労
働
者
福
祉
協
議
会

東
京
高
齢・退
職
者
団
体
連
合

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

連
合
東
京

連
合
東
京

氏
名大

野
　
　
博

岡
田
　
　
啓

池
谷
　
　
匠

髙
須
　
則
幸

伊
野
瀬
十
三

須
永
　
謙
治

山
本
　
　
明

加
藤
　
　
保

荻
野
　
里
美

柳
川
　
幹
司

菅
谷
　
知
由

田
村
　
和
彦

長
松
　
大
輔

竹
内
　
　
誠

青
木
　
美
仁

野
口
　
三
男

岩
﨑
　
照
明

尾
坂
　
敦
史

宮
﨑
　
安
基

吉
永
　
圭
吾

牧
　
　
英
明

遠
藤
　
幸
男

大
森
　
栄
司


